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行財政改革実施計画・行動計画票

25 ［平成１８年４月２１日提出］

基本方針 　歳出削減に向けた主要な取り組み 担当課名 保険医療課

重点項目 　他会計繰出金の抑制（診療所）

取組項目 　経営形態の統一化

経過・現状

　経営形態の大きな違いとして、新魚目診療所の嘱託職員の身分をどうするのかで今後の方針が決
まってくるものと考える。嘱託職員（看護師）：新魚目診療所３人、榎津診療所３人

（H17.4.1現在）

行
　
　
動
　
　
概
　
　
要

①目標 経営形態統一に向けてのプランを作成する。 （目標年次） 平成１８年度

②期待され
る効果

・経営形態を統一することで、職員間（嘱託を含む）の格差が是正される。
・提供するサービスの公平化

③必要性・
問題点

離島医療圏組合及び病院との調整
職員の雇用及び嘱託職員の雇用
町民への説明

④対象 職員・嘱託職員

年度 実施内容・予定時期

１７年度
（実績）

11/9、2/15病院・診療所事務長会議を開催し、新上五
島町における今後の医療提供体制について協議検討
した結果を別紙のとおり整理した。
平成１７年末に若松診療所の看護師（正職員）１名が
退職したが、後任の看護師は経費節減のため、嘱託
職として採用した。

効
果

１８年度

　診療所運営協議会において、５年後（平成２２年度）
の２診療所をどうするのか。
　１年かけて方向性を決定（プラン策定）する。
また、雇用形態の統一や診療所内部の統一を図る。

効
果

１９年度

効
果

２０年度

効
果

２１年度

効
果

関係例規等 名称 改正時期


